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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成23年3月3日(2011.3.3)

【公開番号】特開2009-172774(P2009-172774A)
【公開日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2009-031
【出願番号】特願2008-10872(P2008-10872)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   5/385    (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/388    (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/39     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ   5/26    １０１Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月14日(2011.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の片面に、複数の色材層が設けられた感熱転写体において、
　少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式１で示されるジシアノメチン系色素が
含有され、他の少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式２で示されるインドアニ
リン系色素が含有されていることを特徴とする感熱転写体。

【化１】
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【化２】

【請求項２】
　上記複数の色材層のうち、残りの少なくとも１つの上記色材層には、マゼンタ色の色素
が含有されていることを特徴とする請求項１記載の感熱転写体。
【請求項３】
　上記複数の色材層のうち、残りの少なくとも１つの上記色材層は、ブラック色相を有す
る色材層であり、該色材層のブラック色相は、単一色素又は複数種類の色素の混合による
ものであることを特徴とする請求項１記載の感熱転写体。
【請求項４】
　上記基材の片面に、上記複数の色材層の他に、転写用のオーバーコート層が設けられて
いることを特徴とする請求項１項記載の感熱転写体。
【請求項５】
　上記複数の色材層、又は上記複数の色材層及び転写用のオーバーコート層が、上記基材
の片面に面順次に設けられていることを特徴とする請求項１記載の感熱転写体。
【請求項６】
　基材の片面に、複数の色材層が設けられた感熱転写体において、
　少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式１で示されるジシアノメチン系色素及
び下記の構造式３で示されるジスアゾ系色素が含有され、他の少なくとも１つの上記色材
層には、下記の構造式２で示されるインドアニリン系色素及び下記の構造式４で示される
アントラキノン系色素が含有されていることを特徴とする感熱転写体。
【化３】
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【化４】

【化５】

【化６】

【請求項７】
　上記複数の色材層のうち、残りの少なくとも１つの上記色材層には、マゼンタ色の色素
が含有されていることを特徴とする請求項６記載の感熱転写体。
【請求項８】
　上記複数の色材層のうち、残りの少なくとも１つの上記色材層は、ブラック色相を有す
る色材層であり、該色材層のブラック色相は、単一色素又は複数種類の色素の混合による
ものであることを特徴とする請求項６記載の感熱転写体。
【請求項９】
　上記基材の片面に、上記複数の色材層の他に、転写用のオーバーコート層が設けられて
いることを特徴とする請求項６記載の感熱転写体。
【請求項１０】
　上記複数の色材層、又は上記複数の色材層及び転写用のオーバーコート層が、上記基材
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の片面に面順次に設けられていることを特徴とする請求項６記載の感熱転写体。
【請求項１１】
　基材の片面に、色素を含有する複数の色材層が設けられた感熱転写体の上記色材層を記
録ヘッドで、記録信号に応じて、選択的に加熱し、上記色素を被転写体に感熱転写して記
録する記録方法において、
　上記感熱転写体の少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式１で示されるジシア
ノメチン系色素が含有され、他の少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式２で示
されるインドアニリン系色素が含有されていることを特徴とする記録方法。
【化７】

【化８】

【請求項１２】
　基材の片面に、色素を含有する複数の色材層が設けられた感熱転写体の上記色材層を記
録ヘッドで、記録信号に応じて、選択的に加熱し、上記色素を被転写体に感熱転写して記
録する記録方法において、
　上記感熱転写体の少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式１で示されるジシア
ノメチン系色素及び下記の構造式３で示されるジスアゾ系色素が含有され、他の少なくと
も１つの色材層には、下記の構造式２で示されるインドアニリン系色素及び下記の構造式
４で示されるアントラキノン系色素が含有されていることを特徴とする記録方法。
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【化９】

【化１０】

【化１１】
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【化１２】

【請求項１３】
　複数の発熱素子からなる複数の記録ヘッド毎に、基材の片面に、色材を含有する色材層
が１つ又は複数設けられた感熱転写体を複数種類有する感熱転写体セットにおいて、
　少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式１で示されるジシアノメチン系色素が
含有され、他の少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式２で示されるインドアニ
リン系色素が含有されていることを特徴とする感熱転写体セット。

【化１３】

【化１４】

【請求項１４】
　複数の発熱素子からなる複数の記録ヘッド毎に、色材を含有する色材層が１つ又は複数
設けられた感熱転写体を複数種類有する感熱転写体セットにおいて、
　少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式１で示されるジシアノメチン系色素及
び下記の構造式３で示されるジスアゾ系色素が含有され、他の少なくとも１つの上記色材
層には、下記の構造式２で示されるインドアニリン系色素及び下記の構造式４で示される
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アントラキノン系色素が含有されていることを特徴とする感熱転写体セット。
【化１５】

【化１６】

【化１７】
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【化１８】

【請求項１５】
　複数の発熱素子からなる複数の記録ヘッドを用いる記録方法であって、基材の片面に、
１つ又は複数の色材層が設けられた感熱転写体を複数種類用意し、この用意した感熱転写
体毎に、該記録ヘッドを各々対応させ、記録信号に応じて、選択的に加熱し、上記色素を
被転写体に感熱転写して記録する記録方法において、
　少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式１で示されるジシアノメチン系色素が
含有され、他の少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式２で示されるインドアニ
リン系色素が含有されていることを特徴とする記録方法。
【化１９】

【化２０】

【請求項１６】
　複数の発熱素子からなる複数の記録ヘッドを用いる記録方法であって、基材の片面に、
１つ又は複数の色材層が設けられた感熱転写体を複数種類用意し、この用意した感熱転写
体毎に、該記録ヘッドを各々対応させ、記録信号に応じて、選択的に加熱し、上記色素を
被転写体に感熱転写して記録する記録方法において、
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　少なくとも１つの上記色材層には、下記の構造式１で示されるジシアノメチン系色素及
び下記の構造式３で示されるジスアゾ系色素が含有され、他の少なくとも１つの上記色材
層には、下記の構造式２で示されるインドアニリン系色素及び下記の構造式４で示される
アントラキノン系色素が含有されていることを特徴とする記録方法。
【化２１】

【化２２】

【化２３】
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【化２４】
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